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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの
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チロヌップの子　さくら
たかはしひろゆき
　北の孤島チロヌップで、与平の娘
さくらときつねのチロは兄弟のよう
に暮らしていました。ずっと一緒に
育ってきた２人の間には、計り知
れない絆があり、さくらが亡くなっ
た後も、ずっとそばにいたチロ。
美しくも悲しいお話となっていま
す。（あぶた読書の家所蔵）

今月の
１冊

絵本の玉手箱　3 月のおはなし会
■日　時 ３月 23 日（月）、４月 13 日（月）10 時～
11 時 30 分、３月 19 日（木）14 時～ 15 時 30 分小学生
以上対象
■場　所 あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時 ３月 13 日（金）14 時 40 分～ 15 時 10 分
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

今月の
リポーター
平岡　龍さん
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迎
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す
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や
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冬

か
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時
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れ
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常
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大
変
な
こ
と
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。
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っ
て
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。
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。
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あ
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に
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　北の孤島チロヌップで、与平の娘
さくらときつねのチロは兄弟のよう
に暮らしていました。
育ってきた２人の間には、計り知
れない絆があり、さくらが亡くなっ
た後も、ずっとそばにいたチロ。
美しくも悲しいお話となっていま
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